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平
成
十
四
度
よ
り
進
め
ら
れ

て
き
た
岡
本
夢
プ
ラ
ン
事
業
、

４
つ
の
委
員
会
で
積
極
的
に
事

業
が
進
め
ら
れ
、
全
体
と
し
て

は
標
記
の
進
捗
と
な
っ
て
い
る
。

詳
細
は
左
記
の
と
お
り
。

夢
プ
ラ
ン
事
業

　
　
　

七
〇
％
完
了

 
 
 
 
 
 
 

（
左
上
よ
り
つ
づ
く
）

　
　

残
事
業　

仮
称
ガ
リ
版
芸

　
　
　

術
村
用
地
公
有
化
支
援

　
　
　

ガ
リ
版
芸
術
村
整
備
計

　
　
　

画

一
、
全
体

　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

　
　
　

メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

　
　

残
事
業　

夢
プ
ラ
ン
モ
ニ

　
　
　

ュ
メ
ン
ト
設
置

昨
年
度
の
活
動
経
過

　

生
活
改
善
委
員
会
の
連
日
連

夜
の
山
の
神
の
改
善
検
討
を
実

施
し
な
が
ら
、
歴
史
研
究
委
員

会
主
催
に
よ
る
土
山
宿
か
ら
徒

歩
に
て
の
御
代
参
街
道
歴
史
探

訪
で
、
平
成
十
六
年
度
の
夢
プ

ラ
ン
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。

　

昨
年
度
の
事
業
内
容
の
詳
細

は
以
下
の
と
お
り
。

岡
本
宿
石
柱
、
歴
史
看
板
の

　

設
置
ほ
ぼ
完
了
!!

　

歴
史
研
究
倶
楽
部
で
進
め
て

い
る
屋
号
石
柱
な
ら
び
に
過
去

の
公
共
施
設
の
石
柱
の
設
置
が

ほ
ぼ
完
成
し
た
。
総
数
で
屋
号

石
柱
十
五
基
公
共
石
柱
九
基
合

わ
せ
て
二
十
四
基
の
石
柱
が
二

年
間
で
設
置
さ
れ
た
。
お
か
げ

で
、
街
道
マ
ニ
ア
歴
史
マ
ニ
ア

そ
し
て
、
子
供
達
の
歴
史
勉
強

な
ど
で
、
岡
本
宿
を
通
過
す
る

人
に
足
を
止
め
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
今
後
、
さ

ら
に
岡
本
の
深
い
歴
史
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

天
智
の
時
代
か
ら
続
く
千
三
百

年
の
い
わ
れ
、
岡
本
宿
の
こ
と
、

近
江
守
護
職
佐
々
木
家
の
家
臣

か
ら
四
十
代
以
上
続
い
た
堀
井

家
の
歴
史
、
そ
の
他
多
く
の
岡

　

平
成
十
四
年
の
十
一
月
よ
り

開
始
し
ま
し
た
「
わ
が
ま
ち
夢

プ
ラ
ン
策
定
事
業
」
に
つ
い
て
、

二
年
半
に
わ
た
り
ま
し
て
、
住

民
の
み
な
さ
ん
の
こ
こ
ろ
温
か

い
協
力
に
よ
り
、
様
々
な
活
動

が
効
果
的
に
実
施
で
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
私
の
力
不
足
で
住
民

の
全
て
の
方
に
満
足
頂
け
る
も

の
と
は
な
っ
て
な
い
こ
と
を
申

し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
度
で
、
蒲
生
町
の
夢
プ

ラ
ン
事
業
へ
の
経
済
的
な
支
援

は
終
わ
り
ま
す
。
し
か
し
、
岡

本
の
夢
プ
ラ
ン
は
続
き
ま
す
。

本
当
の
夢
プ
ラ
ン
は
区
民
の
老

若
男
女
、
家
族
の
よ
う
な
つ
き

合
い
が
い
つ
ま
で
も
続
け
ら
れ

る
よ
う
な
集
落
に
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

い
つ
も
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
交

流
で
き
、
そ
こ
で
、
物
を
創
っ

た
り
、
見
た
り
、
食
べ
た
り
で

き
る
施
設
を
造
っ
て
、
大
人
と

子
供
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話

し
な
が
ら
、
交
流
で
き
る
場
を

作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
意
味
で
多
く
の
ア

イ
デ
ィ
ア
を
求
め
て
い
ま
す
。

事
務
局
よ
り
「
岡
本
瓦
版
」
投
稿
お
ね
が
い

記
事
の
投
稿
と
お
手
伝
い

　
　

お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

岡
本
の
み
な
さ
ま
の
投
稿
を

お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
、
倶
楽
部
活
動
の

中
で
、
撮
影
、
パ
ソ
コ
ン
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
繊
細
で
手

間
の
い
る
岡
本
な
ら
で
は
の
工

芸
等
々
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る

方
や
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ィ
ア

を
お
持
ち
の
方
募
集
し
て
い
ま

す
。
ど
う
か
ご
協
力
下
さ
い
。

一
、
生
活
改
善
委
員
会

　
　
　

山
の
神
等
の
改
善

　
　
　

葬
祭
等
の
改
善

　
　
　

公
民
館
使
用
規
定

　
　

残
事
業　

改
善
事
項
の

　
　
　

マ
ニ
ュ
ア
ル
化

　
一
、
歴
史
研
究
委
員
会

　
　
　

石
柱
設
置

　
　
　

看
板
制
作

　
　
　

歴
史
探
訪

　
　

残
事
業　

看
板
の
設
置

　
　
　

歴
史
探
訪

一
、
環
境
整
備
委
員
会

　
　
　

生
ゴ
ミ
堆
肥
化

　
　
　

可
燃
ゴ
ミ
の
再
資
源
化

　
　

残
事
業　

生
ゴ
ミ
堆
肥
の

　
　
　

有
効
利
用
、
山
モ
ミ
ジ

　
　
　

の
植
樹

一
、
堀
井
家
整
備
委
員
会

　
　
　

旧
堀
井
家
整
備
支
援

　
　
　

ガ
リ
版
啓
蒙　

　
　
　

　

生
活
改
善
委
員
会
で
は
、
長

年
懸
案
と
な
っ
て
い
た
問
題
を

住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
改
革

で
き
た
こ
と
は
、
非
常
に
有
意

義
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
後
、

様
々
な
事
項
が
遵
守
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
定
期
的
な
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
。

　

歴
史
研
究
委
員
会
で
は
、
積

極
的
な
探
訪
イ
ベ
ン
ト
へ
の
住

民
参
加
に
よ
り
歴
史
研
究
と
石

柱
設
置
な
ど
の
啓
蒙
普
及
活
動

に
よ
り
、
岡
本
の
歴
史
文
化
を

内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
さ
ら
に
、
Ｐ
Ｒ
活
動
が
展

開
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

環
境
整
備
委
員
会
で
は
、
斬

新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
と
住
民
の
熱

心
な
協
力
に
よ
り
、
ゴ
ミ
減
量

本
の
歴
史
文
化
遺
産
を
説
明
す

る
看
板
が
完
成
し
、
こ
の
四
月

に
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
、
区
民
の
岡
本
へ
の
愛

着
と
誇
り
が
増
し
、
区
民
同
士

の
連
帯
感
と
区
民
ひ
と
り
ひ
と

り
の
手
作
り
の
歴
史
、
文
化
を

感
じ
さ
せ
る
町
並
み
に
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

岡本瓦版　　第3号

!!

運
動
が
爆
発
的
に
進
み
、
蒲
生

町
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
今
後
、
さ
ら
な
る

再
資
源
化
の
実
施
と
堆
肥
の
有

効
活
用
等
、
循
環
型
社
会
の
モ

デ
ル
地
区
と
し
て
の
成
長
が
期

待
さ
れ
る
。

　

堀
井
家
整
備
委
員
会
で
は
、

十
六
年
度
か
ら
堀
井
家
母
屋
の

整
備
と
（
仮
称
）
ガ
リ
版
芸
術

村
の
用
地
公
有
化
支
援
を
行
っ

て
き
た
。
今
後
、
母
屋
の
整
備

に
合
わ
せ
た
利
用
計
画
と
全
体

的
な
長
期
計
画
の
樹
立
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。

ガリ版芸術村マスコット

平
成
十
六
年

◎
四
月
二
日
～

山
の
神
行
事
改
善
検
討
開
始

　

四
回
の
検
討

　

六
月
六
日
総
集
会
発
表

◎
四
月
十
二
日
～

岡
本
宿
提
灯
点
灯

◎
四
月
十
日

徳
島
県
上
勝
町
ゴ
ミ
研
修

◎
四
月
二
十
五
日

御
代
参
街
道
徒
歩
研
修

　

土
山
宿
よ
り
岡
本
ま
で
二
十
一
Ｋ

　

参
加
者
五
十
名

◎
六
月
一
日

堀
井
家
整
備
計
画
会
議

　

蒲
生
野
考
現
倶
楽
部
、
堀
井
家

　

整
備
計
画
参
加

◎
六
月
八
日

第
一
回
ゴ
ミ
研
修

　

役
場
企
画
課
長
ゴ
ミ
の
現
状

◎
六
月
二
十
日

湖
北
バ
ス
遠
足

　

賤
ヶ
岳
、
木
之
本
宿
（
木
之
本
）

　

渡
岸
寺
観
音
堂
（
高
月
）

　

お
市
の
館
（
浅
井
）

　

福
田
寺
（
近
江
）

◎
七
月
六
日

美
山
町
（
京
都
）
講
演
会
に
て

　

岡
本
夢
プ
ラ
ン
説
明

◎
七
月
三
十
日

第
二
回
ゴ
ミ
研
修

◎
八
月
十
四
日

読
売
新
聞
ガ
リ
版
取
材

◎
八
月
二
十
日

第
三
回
ゴ
ミ
研
修

◎
八
月
二
十
五
日

堀
井
家
母
屋
修
復
開
始

◎
八
月
二
十
九
日

総
集
会
に
て
中
間
報
告

◎
九
月
十
九
日

金
沢
職
人
大
学
校
来
訪

　

高
木
神
社
灯
ろ
う
、
梵
釈
寺

　

宝
篋
印
塔
見
学

◎
十
月
十
五
日

東
京
「
ガ
リ
版
展
」
見
学

◎
十
月
十
七
日

中
山
道
徒
歩
研
修　

五
個
荘

　

～
多
賀
大
社　

十
六
Ｋ

　

参
加
者
三
十
名

◎
十
月
二
十
九
日

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
津
、
堀
井
家
取
材

◎
十
月
三
十
日

第
四
回
ゴ
ミ
研
修

◎
十
月
三
十
一
日

岡
本
古
道
整
備

◎
十
一
月
二
十
日

蒲
生
町
Ｍ
Ａ
Ｘ
ク
ラ
ブ

岡
本
歴
史
調
査

◎
十
一
月
二
十
一
日

岡
本
古
道
歩
き

◎
十
一
月
二
十
六
日

環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
～
あ
か
ね

◎
十
二
月
十
四
日

東
近
江
地
域
区
長
会
長
会
議

　

岡
本
夢
プ
ラ
ン
説
明
会

◎
十
二
月
十
五
日

町
長
あ
て
堀
井
家
公
有
化
要
望

平
成
十
七
年

◎
一
月
二
十
二
日

第
五
回
ゴ
ミ
研
修

◎
二
月
十
七
日

Ｎ
Ｈ
Ｋ
堀
井
家
取
材
五
月
放
送

◎
三
月
二
十
日

環
境
研
修
（
桑
名
市
）

◎
三
月
二
十
一
日

堀
井
家
用
地
公
有
化
支
援
決
定
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旧
堀
井
本
家
母
屋
修
復
完
了

　

平
成
十
五
年
の
秋
よ
り
整
備

要
望
を
お
願
い
し
て
い
た
旧
堀

井
家
整
備
。
先
ず
、
母
屋
の
修

復
が
平
成
十
六
年
の
夏
よ
り
進

め
ら
れ
、
こ
の
三
月
で
ほ
ぼ
完

了
し
、
四
月
か
ら
土
蔵
の
修
復

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、

仮
称
「
ガ
リ
版
芸
術
村
」
創
造

に
向
け
て
、
周
辺
用
地
の
公
有

化
、
具
体
的
な
整
備
計
画
の
樹

立
。
様
々
な
構
想
を
行
政
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
蒲
生
野
考
現
倶
楽
部
、
岡

本
区
が
議
論
し
あ
っ
て
進
め
て

い
く
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
要
望

し
て
い
る
構
想
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
あ
る
。

①
芸
術
家
の
集
う
拠
点

②
堀
井
家
の
歴
史
文
化
遺

産
の
整
理
と
歴
史
館
の
新

設
公
開

③
管
理
棟
で
は
居
住
で
き

る
環
境
で
あ
る
こ
と

④
新
設
の
建
築
物
は
で
き

る
限
り
古
材
を
使
用

⑤
ガ
リ
版
の
有
効
な
伝
承

の
た
め
、
現
在
の
運
営
を

見
直
す

⑥
ほ
ん
も
の
体
験
工
房
の

新
設

⑦
複
写
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

々
な
場
所
へ
積
極
的
に
赴
い
て
、

見
学
し
、
交
流
を
深
め
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
は
、
幅
広
い
分
野

の
多
く
の
方
々
の
協
力
が
必
要

で
あ
る
。
特
に
、
近
隣
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
芸
術
家
と
の
交
流

が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
様

環
境
ビ
デ
オ
完
成

滋
賀
県
の
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
課

発
行
に
よ
る
環
境
ビ
デ
オ
が
こ

の
ほ
ど
完
成
し
た
。
「
未
来
へ

の
キ
ッ
ク
オ
フ
～
環
境
学
習
を

行
動
に
つ
な
げ
よ
う
～
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
学
習
編
二
十
三

分
、
発
展
編
二
十
五
分
の
ビ
デ

オ
で
、
発
展
編
の
最
初
に
わ
が

岡
本
の
生
ゴ
ミ
堆
肥
化
事
業
が

取
り
上
げ
ら
れ
た
。
「
お
は
よ

う
朝
日
」
で
お
な
じ
み
の
気
象

予
報
士
正
木
明
さ
ん
の
案
内
で

繰
り
広
げ
ら
れ
る
岡
本
の
取
組

み
。
図
司
安
博
さ
ん
一
家
の
家

族
揃
っ
て
の
環
境
へ
の
取
組
み

が
好
印
象
。
岡
本
集
落
住
民
み

ん
な
で
実
施
し
て
い
る
活
動
が

高
く
評
価
さ
れ
た
。
平
成
十
七

年
度
か
ら
各
学
校
、
行
政
に
配

布
さ
れ
る
。

正木明さんの撮影風景

伊
勢
参
詣
へ
の

 
 
 

旅
立
ち
好
発
信

!!

　

四
月
二
十
九
日
、
初
夏
を
思

わ
せ
る
天
候
の
も
と
第
四
回
目

の
歴
史
遠
足
が
総
勢
三
十
三
名

の
参
加
の
も
と
実
施
さ
れ
た
。

昨
年
春
の
土
山
宿
伝
馬
館
か
ら

岡
本
宿
。
秋
の
五
個
荘
小
幡
か

ら
多
賀
大
社
参
詣
に
続
く
も
の

で
、
こ
の
日
は
土
山
宿
伝
馬
館

か
ら
関
宿
を
目
指
し
て
出
発
し

た
。
午
前
九
時
に
先
ず
田
村
神

社
へ
参
詣
（
も
と
も
と
田
村
神

社
は
鈴
鹿
峠
の
頂
上
に
祀
ら
れ

て
い
た
）
。
こ
こ
か
ら
緩
や
か

な
登
り
の
道
を
五
キ
ロ
程
度
歩

関　宿

こ
こ
で
小
休
憩
し
て
関
宿
の
町

並
み
を
見
学
し
た
。
関
宿
は
西

の
追
分
か
ら
東
の
追
分
ま
で
一
、

八
キ
ロ
の
長
い
宿
場
。
当
時
の

こ
け
ら
葺
き
の
屋
根
を
想
像
さ

せ
る
平
屋
の
町
並
み
。
東
の
追

分
は
東
海
道
と
伊
勢
別
街
道
の

分
岐
点
。
伊
勢
別
街
道
の
入
り

く
と
鈴
鹿
峠
。
金
比
羅
さ
ん
へ

の
安
全
祈
願
を
願
っ
て
行
者
講

に
よ
り
建
て
ら
れ
た
「
万
人
燈
」

で
記
念
撮
影
。
こ
こ
か
ら
森
林

浴
を
楽
し
み
な
が
ら
一
気
に
下

り
坂
。
坂
下
宿
で
は
馬
子
歌
会

館
で
館
長
さ
ん
か
ら
詳
細
な
歴

史
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
昼
食
。

手
作
り
の
弁
当
と
持
参
の
ビ
ー

ル
で
喉
を
潤
い
疲
れ
を
癒
し
た
。

館
長
さ
ん
に
見
送
ら
れ
て
午
後

一
時
半
出
発
。
途
中
、
狩
野
元

信
が
、
あ
ま
り
の
風
光
の
美
し

さ
に
、
力
及
ば
ず
筆
を
投
じ
た

と
い
う
筆
捨
山
を
眺
め
て
、
二

時
四
十
分
関
宿
西
の
追
分
到
着
。

ちょっと一服。

口
に
は
、
伊
勢
の
式
年
遷
宮
の

時
の
古
い
鳥
居
が
こ
こ
に
あ
り
、

伊
勢
神
宮
参
道
の
入
り
口
と
い

う
こ
と
で
、
こ
こ
か
ら
十
五
里

六
十
キ
ロ
が
伊
勢
神
宮
の
参
道

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
秋
に

は
こ
こ
か
ら
、
伊
勢
を
目
指
し

て
歩
く
計
画
が
さ
れ
て
い
る
。

注
目
の
ヨ
モ
ギ
発
酵
菌

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
琵
琶
湖
自
然
浄
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
協
力
に
よ
り
、

三
月
よ
り
ヨ
モ
ギ
発
酵
菌
液
を

培
養
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ

処
理
に
代
わ
る
処
理
方
法
で
、

特
徴
は
好
気
性
菌
と
嫌
気
性
菌

が
同
居
し
て
い
る
た
め
堆
肥
化

速
度
が
速
い
こ
と
と
臭
気
が
良

好
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
台
所
に

生
ゴ
ミ
バ
ケ
ツ
を
置
い
て
も
大

丈
夫
。
使
用
方
法
は
従
来
の
Ｅ

Ｍ
バ
ケ
ツ
処
理
の
方
法
と
同
じ
。

下
に
溜
ま
っ
た
発
酵
液
も
同
様

に
プ
ラ
ン
タ
ー
や
排
水
管
な
ど

に
利
用
で
き
る
。
さ
ら
に
、
事

務
局
の
家
庭
で
は
化
粧
水
と
し

て
、
ま
た
健
全
な
大
腸
を
維
持

す
る
た
め
に
オ
リ
ゴ
糖
を
混
ぜ

て
飲
用
と
し
て
も
使
っ
て
い
る
。

Ｅ
Ｍ
バ
ケ
ツ
以
外
で
生
ゴ
ミ
処

理
を
さ
れ
て
い
る
方
も
、
三
角

コ
ー
ナ
ー
や
バ
ケ
ツ
に
入
っ
た

生
ゴ
ミ
に
ス
プ
レ
ー
す
る
だ
け

で
悪
臭
が
無
く
な
る
。
是
非
、

岡
田
ま
で
問
い
合
わ
せ
を

善
玉
菌
で
満
た
さ
れ
た

生
活
を
・
・
・

　

化
学
肥
料
の
無
い
時
代
は
、

自
然
界
に
あ
る
様
々
な
物
を
肥

料
と
し
て
、
食
物
を
生
産
し
て

い
た
。
そ
し
て
、
農
薬
も
な
く
、

多
く
の
微
生
物
と
善
玉
菌
で
人

間
の
周
り
が
満
た
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
有
機
肥
料
の
循
環
の

お
か
げ
で
、
多
く
の
有
機
物
と

ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含
む
食
料
を

摂
取
で
き
た
。
し
か
し
、
今
は

化
学
肥
料
と
農
薬
の
食
料
と
除

菌
剤
を
多
用
す
る
生
活
の
た
め

に
、
身
体
に
必
要
な
善
玉
菌
の

種
類
も
量
も
激
減
し
た
。

　

そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
身
体
の

免
疫
力
の
低
下
を
招
き
、
ウ
イ

ル
ス
等
の
悪
玉
菌
に
弱
い
身
体

を
作
っ
て
し
ま
っ
た
。
昔
の
丈

夫
な
身
体
を
取
り
戻
す
た
め
に

は
、
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
野
菜
と

善
玉
菌
の
摂
取
が
必
要
で
あ
る
。

～
さ
あ
始
め
よ
う

　
　
　

堆
肥
で
野
菜
づ
く
り
～

修復前

修復後

修復後奥の間

貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た

　

ゴ
ミ
減
量
化
に
取
り
組
む
岡

本
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
看
板

か
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
い
か

が
？
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
問

題
を
契
機
と
し
た
岡
本
地
区
の

生
ゴ
ミ
堆
肥
化
事
業
が
去
年
九

月
か
ら
半
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

先
の
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は

堆
肥
化
し
た
も
の
を
再
利
用
で

き
る
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
、
中
途
半
端
な
取

組
み
だ
と
手
痛
い
評
価
を
受
け

ま
し
た
。
三
月
二
十
七
日
の
朝

日
新
聞
で
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
で
生
ゴ
ミ
堆
肥
を
ワ
イ
ン
用

ブ
ド
ウ
畑
や
有
機
野
菜
農
場
で

使
用
し
て
い
る
旨
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
昔
は
、
各
家
庭
で

　
　
　
　

で
き
た
灰
を
収
集
す

　
　
　
　

る
業
者
が
あ
っ
た
と

　
　
　
　

か
。
生
ゴ
ミ
堆
肥
化

　
　
　
　

を
広
く
進
め
て
い
っ

　
　
　
　

て
、
こ
れ
を
有
効
利

　
　
　
　

用
し
た
有
機
栽
培
の

　
　
　
　

農
作
物
が
で
き
る
こ

　
　
　
　

と
は
、
健
康
へ
の
視

　
　
　
　

点
か
ら
も
大
切
な
こ

　
　
　
　

と
で
す
。　
　

匿
名

回
覧
を
補
完
す
る
メ
ー
ル
配
信

　

現
在
、
組
別
に
回
覧
し
て
い

ま
す
が
、
少
し
で
も
早
く
回
し

た
い
所
で
す
が
、
戸
数
の
多
い

組
も
あ
り
、
な
か
な
か
回
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
を
補
完
す
る
意
味

で
大
切
な
回
覧
は
メ
ー
ル
で
も

配
信
し
て
い
ま
す
。
ど
う
か
、

ご
家
庭
に
一
人
以
上
登
録
頂
く

と
あ
り
が
た
い
で
す
。
勿
論
、

今
ま
で
の
回
覧
も
実
施
し
ま
す
。

登
録
は
左
記
宛
に
お
名
前
を
送

信
し
て
下
さ
い
。

f-
ok
a
da
90
5
@ 
e
x.
bi
w
a.
ne
.
jp

岡
本
の
謄
写
版
１
号
機

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
全
国
放
送

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
新
番
組
で
毎
週
火

曜
日
二
十
三
時
十
五
分
か
ら
放

送
し
て
い
る
「
発
見
・
ふ
る
さ

と
の
宝
」
に
て
、
五
月
三
日
ガ

リ
版
伝
承
館
に
保
管
さ
れ
て
い

る
謄
写
版
一
号
機
が
ふ
る
さ
と

の
宝
と
し
て
登
場
し
た
。
二
月

五
日
に
岡
本
に
調
査
に
入
り
、

三
月
か
ら
様
々
な
資
料
撮
影
、

小
学
生
の
体
験
撮
影
と
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
七
日
間
も
か
け
て
撮

影
し
た
。
（
十
五
分
の
放
映
で

さ
す
が
余
裕
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

　

岡
本
区
民
に
と
っ
て
は
名
誉

な
こ
と
で
あ
る
が
、
区
民
に
と

っ
て
の
宝
は
謄
写
版
一
号
機
だ

け
で
な
く
、
発
明
者
堀
井
新
治

郎
が
こ
の
地
で
赤
貧
あ
え
ぐ
状

況
の
中
で
謄
写
版
を
考
案
し
、

日
本
の
み
な
ら
ず
東
ア
ジ
ア
諸

国
に
広
め
た
近
江
商
人
と
し
て

の
魂
と
四
十
代
以
上
続
い
た
名

門
堀
井
家
の
歴
史
を
綴
る
貴
重

な
資
料
と
土
蔵
に
眠
る
品
々
が

宝
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後

の
調
査
、
整
理
と
活
用
方
法
が

大
い
に
期
待
さ
れ
る
。


